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農作物病害虫発生現況情報（７月） ねぎ編 

 岩手県病害虫防除所 

 

１ さび病 

（１）７月下旬の巡回調査では、発生圃場率は50.0％（平年30.0％）であり、平年よりやや高かった（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ べと病 

（１）７月下旬の巡回調査では、発生は確認されなかった（平年15.0％、図２）。 

（２）現地圃場では広く発生が確認された（農業改良普及センター報告、７月22日現在）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 黒斑病・葉枯病 

（１）７月下旬の巡回調査では、発生圃場率は70.0％（平年52.0％）であり、平年よりやや高かった（図３）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ さび病の発生圃場率の年次推移（７月下旬）     

図２ べと病の発生圃場率の年次推移（７月下旬） 

図３ 黒斑病・葉枯病の発生圃場率の年次推移（７月下旬）     
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４ ネギコガ 

（１）７月下旬の巡回調査では、発生は確認されなかった（平年25.0％、図４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ ネギハモグリバエ 

（１）７月下旬の巡回調査では、発生圃場率は 60.0％（平年 58.8％）であり、平年並であった（図５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ ネギアザミウマ 

（１）７月下旬の巡回調査では、発生圃場率は 90.0％（平年96.0％）、被害程度中以上の圃場率は 90.0％（平年

56.8％）であり、いずれも平年と同様に高かった（図６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ ネギハモグリバエの発生圃場率の年次推移（７月下旬） 

 

図４ ネギコガの被害発生圃場率の年次推移（７月下旬） 

 

図６ ネギアザミウマの発生圃場率の年次推移（７月下旬） 
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